
 

久留米城本丸跡第５次発掘調査 現地説明会資料 

 

 

久留米城 

久留米城は久留米市の北西部に位置し、16 世紀前半（永
えい

正年間
しょうねんかん

）頃、土豪
ど ご う

によって築城されま

した。その後、数回城主は代わり、元和
げ ん な

7 年（1621）に有馬
あ り ま

豊
とよ

氏
うじ

が入城し、数代かけて城郭と城下

町を再整備しました。  

久留米城は、北から本丸、二ノ丸、三ノ丸、外郭と南北に 郭
くるわ

が連なる連
れん

郭式
かくしき

平山
ひらやま

城
じろ

です。南北

約 1.5km、東西約 0.7km（堀を含む）、面積はおよそ 398,561 ㎡を測ります。その中で本丸は南北約

170ｍ、東西約 102ｍを占めています。本丸には 7棟の隅櫓とそれらを連結する多門
た も ん

櫓
やぐら

が廻り、そ

の中心空間には本丸御殿が建っていました。

令和８年９月13日（日） 

第 1図 天保年間（1830-1844 年）の城下絵図 

1 



本丸
ほんまる

御殿
ご て ん

 

久留米城には天守は築造されず、南東隅の巽
たつみ

櫓
やぐら

がその役割を担っていました。そのため、本丸

の内部には本丸御殿が建てられていました。本丸御殿は、藩の中心的な建物で、藩の政務や儀式を

行う公的な空間（表
おもて

）であるとともに、藩主やその家族が日常的に暮らす私的な空間（奥
お く

）でもあ

りました。通常、表は正面に、奥は後方に位置しており、久留米城の本丸御殿も同様の構造であっ

たと考えられます。 

本丸御殿が詳細に描か

れた絵図は３葉
よ う

確認され

ていますが、絵図に描か

れた部屋の配置や数等

は、一部に差異がみられ

ます。考えられる要因と

して、測量技術・図面の

正確さが異なることや、

増築等により本丸御殿の

構造が変遷していること

が想定されます。 

第 4 次調査（令和 7 年

度実施）と今回の第 5 次

調査（令和 8 年度実施）

では、本丸の北東部に位

置する「奥」や「柳の間」

「菊の間」を調査しまし

た。調査の結果、建物の

基礎等を発見し、本丸御

殿の正確な位置が明らか

になりました。 

第 2図 明治 4年の本丸御殿（絵図 1） 
※富原道晴2017「第四章 九州編・その他 110、久留米城福岡県久留米市」 

『富原文庫蔵 陸軍省城絵図-明治五年の全国城郭存廃調査記録』戒光祥出版 
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第 3図 久留米城本丸跡発掘調査位置図 
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第 5次調査の目的 

 令和 7年度に実施した第 4次調査では本丸御殿の建物基礎が確認され、残された絵図と位置を照

合することができました。そこで、今回の調査では、特に遺構の残存状況が良好であった第 4次調

査地の北側と、用途不明の石組みの溝を検出した南側を拡張し、建物増築の痕跡やその時期等、石

組み溝の時期・用途等を明らかにすることを目的として調査を実施しています。 

 

遺構（第 4～6図）  

礎石
そ せ き

（第 4図） 

建物の柱の下に据えられていた石。石材の種類や大きさ、形等にバリエーションがみられます。

配置は規則的で、礎石間の距離は 1.9ｍ～2ｍ程度を測ります。 

 束
つか

石
いし

（第 4図） 

 床板を支える横木を下から支える床束の下に据えら

れる石です。礎石の間に、礎石より小さい石が配置され

ています。 

地覆
じ ふ く

石
い し

（第 4図） 

  礎石と礎石の間に一列に並べられた長方形の平石。建

物最下部に取りつける横木を上に載せます。 

根石
ね い し

（第 5図） 

 礎石を安定させることを目的として、礎石の下に敷か

れていた複数の円礫です。円形に土を掘り、礫を敷き詰

めたと想定されます。上に据えられていた礎石は失われ

て確認できません。 

石組みの溝（第 6図） 

  両側面を花崗岩
かこうがん

や安山岩
あんざんがん

で組み上げ、直線的に延びる

溝。この溝は、第 4次調査で確認された溝の延長部にあ

たると考えられます。用途の詳細、構築された時期につ

いては検討中です。  
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第 4図 礎石と束石、地覆石 

第 6図 石組みの溝 

第 5 図 根石 
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第 7図 久留米城本丸跡第 4・5次調査 調査区写真 

5 

第５次調査 

第 4 次調査 



調査成果 

溝の構築時期 

 第 4・5 次調査で確認された溝は絵図では「菊の間」の位置にあたり、第 4 次調査で確認された

地点で走行方向が変わりますが、第 5 次調査で確認された溝は南北方向にほぼ直線的に走行しま

す。しかし、調査区 2の中ほどで石組みは確認できなくなり、その先はどのように延びるかは不明

です。 

溝の内部からは多量の瓦が出土しましたが、溝が使用されていた時期を確定できるものはありま

せんでした。しかし、近代以降の遺物は出土しておらず、周囲よりも多くの瓦が出土していること、

溝の南北への走行方向が本丸御殿の軸方向と近いことから、江戸時代の遺構であると考えられま

す。 

また、土層の観察から、石組みは上面の整地と同時に設置されたことが確認されました。そのた

め、上面の整地を掘り込んでいる柱穴よりも古い遺構であると考えられ、「菊の間」が設置される

前に構築されたことが想定されます。 
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第 8図 左：御城本丸絵図（篠山神社所蔵をトレース）右：御本丸之図（久留米市史第２巻をトレース） 



建物基礎の変遷 

 今回の調査では、時期が特定できる遺物が出土していないことから、建物が建てられた詳細な時

期については明らかになっていません。 

一方で、第 4・5 次調査の成果から建物基礎には大きく３つのパターン・区画に分けられます。

部屋①より南側（A・B 柱穴・根石が主体）、部屋①②③④⑤⑥（C 礎石や地覆石が残存する）、

部屋⑦（D 根石のみ）の３区画です。建物基礎の構造の差は施工の時期差の表れと想定されます。

これらの範囲は絵図間にみられる差の位置と一致していることから、これらの変遷が増築の過程を

示していると考えられます。 

なお、部屋②③と⑦の間にある部屋（④⑤⑥）の北辺柱列では礎石の上に揃って板石が載せられ

ており、改修等の施工時に高さを調整した可能性が考えられます。 

また、部屋①より南側の区画では根石は限られた箇所でのみ検出されており、根石が確認できる

範囲（A）、柱穴のみ確認できる範囲と区別され（B）、一部では根石と柱穴の重複が確認された箇所

もあります。これらは、柱を建てた時期に差があることを示していると想定されます。石組み溝の

北東延長は本丸御殿の柱穴に突き当たることから、石組み溝はこの柱穴よりも古い時期に構築され

たと考えられ、「柳の間」と「菊の間」を境に北側の B の範囲は増築が行われていた可能性がうか

がえます 

  

第 9図 絵図 1を一部加工 
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第 10 図 絵図 1と検出された遺構の位置関係 


